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ンチキンクの密度をnk,nakとする｡ nk- nak とすればVd(F;T)は
Vd(F;T)-2aVk(F;T)nk (10)
とあらわされる. さて､ある1つのキンクが他のある1つのアンチキ/ クに時間dtの間
に出合う確率は2Vk(F;T)nkdtである｡systemsizeが十分大きければキンク対生成と対
消滅は釣合って
2Vk(F.,T)nfdt=呈rKP(F;T)dtα
となる.すなわち､鎖 (転位)の移動速度Vd(F;T)は､
Vd(F･,T)-2 aVk(F;T)rKP(F･,T),
キンクの密度nk-nakは､
(ll)
(12)
(13)
とあらわされ､転位の移動に対する活性化エネルギーは､キンクの移動に関する活性化
エネルギーとキンク対生成に関する活性化エネルギーの和の半分すなわち(Ea+EKP)/2
となるO 図4はVd(F･,T)の対数を温度の逆数の関数として措いたものである｡ 黒丸がシ
ミュレーションの結果であり､(Ea+EKP)/2で決まる傾きを持つ直線を描いている｡温
度の低い領域でシミュレーションと理論結果の傾きは良く一致していることがわかる｡
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